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研究成果の概要（和文）：朝鮮王朝の知識人が行った学問の内容を分析して東アジア海域の文化

交流におけるその位置を見定め、あわせて江戸文化との比較検討作業を行った。すなわち、主

として朝鮮の朱子学・陽明学・実学・科学を具体的に取り上げ、それに認められる中国やヨー

ロッパ起源の知識や概念との影響関係を検証してその間の異同を明らかにした。そして、その

特徴を日本の場合と対照させ、影響面を解明するとともに、質的な相違点についても考察を加

えた。 

 
研究成果の概要（英文）：We analyzed the contents of the studies pursued by the elites of 

Joseon dynasty to confirm its position in the cultural exchange in East Asia. At the same 

time, we compared them with the Japanese Edo culture. That is, we mainly discussed 

Korean Neo-Confucianism, practical science and science and examine the influence of 

knowledge and concept originating in China end Europe to elucidate their differences. We 

compared the characteristics of Korean Neo-Confucianism with the Confucian studies in 

Japan to demonstrate its influence and to discuss the qualitative differences. 
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研究分野：東アジア思想史・科学史 
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１．研究開始当初の背景 

朝鮮王朝は建国の当初から、朱子学を中心
とした中国文化の圧倒的影響下に発達して
きた。当時、中国の学問文化の中心が江南に

あったことは周知のとおりである。知的営為
にあっては退渓に代表される朝鮮朱子学（江
戸儒学への影響は大きい）や、日本の和算の
源流をなす朝鮮算学（東算）などが、その中
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国からの影響の産物である。 
だが中国伝統文化の影響にくわえて、主に

漢訳西学書を通して、間接的にではあるが、
南海のルートをへたヨーロッパ文化の影響
があったことも忘れてならない。その最もめ
ざましい成果が朝鮮科学であり、朝鮮実学で
ある。 
 

 

２．研究の目的 

16～18 世紀、朝鮮王朝期の知識人が行った
種々の学問、すなわち朱子学・陽明学・実学・
科学などの内容を分析し、そこに認められる
中国やヨーロッパ起源の知識や概念との影
響関係を検証し、その間の異同を明らかにす
ることを目的とする。 

 

 

３．研究の方法 

本研究では朝鮮思想における中国とヨー
ロッパ的なものを検討し、その世界的な拡が
りを文献に即して考察する。 
具体的には朝鮮知識人（星湖学派など）の

朱子学・実学・科学に関する著述と、中国伝
来の文献（性理学書やイエズス会系漢訳書）
を精読して、三者の関係を明らかにする。ま
た朱子学に非ざるもの（陽明学ほか）に対す
る苛烈な排撃、朱子学内部での正統と異端を
めぐる執拗な論争など、朝鮮思想史上のトピ
ックについても東アジアの視点から解明す
る。 
 
 
４．研究成果 

朝鮮王朝の知識人が行った学問の内容を
分析して東アジア海域の文化交流における
その位置を見定め、あわせて江戸文化との比
較検討作業を行った。 

すなわち、主として朝鮮の朱子学・陽明
学・実学・科学を具体的に取り上げ、それに
認められる中国やヨーロッパ起源の知識や
概念との影響関係を検証してその間の異同
を明らかにした。そして、その特徴を日本の
場合と対照させ、影響面を解明するとともに、
質的な相違点についても考察を加えた。 

具体的な研究成果は、以下の 6 つの項目か
ら成る。 

 

 (1) 朝鮮学の基本資料を体系的かつ計画的
に収拾整備する目的により、韓国歴代文集叢
書。韓国文集叢刊などの書籍を購入した。 

 

（2）韓国・中国等の地域、機関等に赴き、
関連史蹟や文献資料の調査を実施した。 

 

（3）学術講演・学術発表を行い、研究成果
の一部を公表した。その詳細については「５．

主な発表論文等」を参照。 

 

（4）学術論文などを執筆し、研究成果の一
部を公表した。その詳細については「５．主
な発表論文等」を参照。 

 
（5）研究代表者川原及び研究分担者の中、
水口の 3名はメイル等により緊密に連絡を取
り合いながらそれぞれの研究に従事すると
ともに、研究会を開催、それぞれの研究成果
について報告を行った。 

 

（6）高橋亨の朝鮮思想に関する講義ノート
を入手。目下、整理中である。 
 

朝鮮思想が本国固有の文化伝統に根ざす
のみならず、中国思想とイエズス会の伝えた
西欧思想の影響をうけたことは、先行研究が
明らかにしたとおりである。朝鮮思想も東ア
ジアにおける文化交流の歴史的産物である
からには、それを東アジア文明や歴史総体の
なかに位置づけしなければならないことは
自明の道理であろう。 

本研究の最大の目的は、総合的視点（東ア
ジアの視点）にもとづく朝鮮思想の分析理解
を試みるところにあった。また個別的な朝鮮
思想研究においても、陽明学の受容について
は、日本では一、二の先駆的業績を除けば先
行研究は皆無に近く、韓国国内でも 1990 年
代に入って漸く本格化してきたものの、なお
未開拓の領域であった。 

このような現下の研究状況に鑑みても、本
研究の遂行は多大の独創的成果をもたらす
ことができたと考えられる。  
 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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